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三　浦　太　郎
　2008年10月31日、明治大学リバティ・タワー
で「明治大学司書・司書教諭の集い」が開かれ
た。本学に司書・司書教諭課程が発足してから、
2009年で10年の節目を迎える。それに合わせ
2009年6月には10周年記念事業を予定してい
るが、今回の「集い」はそれに先立ち、本学で
司書・司書教諭の資格を取得して、図書館界で
活躍している人たちのネットワークの土台作り
を目的に企画されたものである。
　第1部は18時から7階の1073教室で開かれ、
山梨英和大学准教授の青柳英治先生（1991年経
営学部卒業）に「図書館職員の養成と教育訓練：
現状と今後」をテーマにお話しいただいた。ご
講演内容は本年報に別掲される通りだが、図書
館職員の養成に関する近年の研究動向を踏まえ
たうえで、図書館法改正にともなう司書職の今
後や、教育訓練の重要性、キャリアパス提示の
必要性などを丁寧に解説いただいた。参加者は
現職図書館員や本学の司書・司書教諭課程で学
んでいる学生など45名であった。
　講演後に寄せられたアンケートからは、図書
館界が現在抱える問題に即した内容だったとの，
回答が多く、好評であった。
　「非常に有意義な講演であったと思います。
実際の現場では図書館員の養成と教育訓練は絶
対的に必要であるにもかかわらず、継続的に研
修を行う事の困難さがあります」（大学図書館員）、
「“研修に参加する時間が確保できない”点は全
く同感です。他大学の職員の方から“経費削減
のため、遠方の研修の旅費が出ない”“有給休
暇を取って研修に出た”という話も聞いており、
スキルアップのための、大学全体や図書館等の
組織の協力が欲しい」（大学図書館員）といっ
た現職図書館員の方々からの意見や、「講義とし
て学ぶ重要性と、現場に入ってからの能力の問
題が浮き彫りになった。法改定に合わせ、現在
学んでいる人、これから学ぶ人も遅れてはなら
ない、混乱してはならないと認識させられた」
（学部学生）という学生からの感想も寄せられた。
　また、「視点が違うかもしれませんが、最近
委託化が進んでいます。その人達の使命と専任
の使命は現実的に違うのか否か、大きな問題か
と思います」（大学図書館員）と、近年急激に
変化している職員待遇問題への関心も示された。
　続く第2部は場所を変え、19時から23階のサ
ロン燦にて懇親会が催された。参加者は25名
を数え、吉田正彦教授（明治大学図書館長）に
よる乾杯の挨拶ののち、立食パーティ形式で進
められた。会食・歓談後、円座になって各人が
自己紹介を行い、かつて本学で資格取得した頃
の事情や近況報告を行った。
　目立ったのは、司書課程発足以前に司書資格
を取得した現職図書館員の方々で、その多くが
他大学を卒業後、昼間の図書館勤務と並行し本
学の夜間課程に通っていた。現在、国立国会図
書館にお勤めの川本勉氏、竹内ひとみ氏のお話
しからは、本学で司書資格を取得した職員が国
立国会図書館に20名以上いることが明らかに
された。図書館を取り巻く状況が目まぐるしく
変化するなか、職場環境や待遇の問題、図書館
サービスの取組み、将来的な見通しなど、さま
ざまな問題への取り組みが求められているが、
今後、情報共有と解決への模索のため、本学を
介した横のつながりを深めていくことは意義深
いと言える。図書館界で活躍する本学出身者を
十分には把握しきれていない現状であるが、今
回の「集い」と10周年記念事業をきっかけに、
新たな関係構築を図っていきたい。
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